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宮
本
英
脩
教
授

『
刑
法
學
粋
』

(合
本
版
)

昭
和
⊥ハ
年

田

村

豊

〔
閥
〕
宮
本
英
脩
教
授
著
「
刑
法
學
粋
」
が

一
九
三

一
年
六
月
二
十
日

一
巻
の
書
,こ
し
て
公
に
せ
ら
れ
た
。
敢
授
は
襲
き
に

「刑
法
學

綱
要
」

(
一
九
二
六
年
ー

一
九
二
八
年
)
及
び

「
刑
法
學
梓
」
の
分
冊
に
於
て
、
其
温
蓄

を
傾
け
ら
れ
て
居
た
が
、
本
年
五
月
最

終

刊

た

る
第

五

分

冊

の
成

る

に
及

び
、

之

に
多

少

の
訂

正

を

加

へ
、

全
巻

八

百

五

十

二
頁

に
互

る
著

述

を
終

ら
れ

た

わ

け

で
あ

る
。

教

授

が
其

學

説

を

世

に
問

は

れ

て

よ

り
既

に
歳

月

を

経

、

刑

法

研

究

に
独
自

の
領

域

を

開
拓

せ
ら

れ

.

學

・こ
し

て

の
刑

法

の
構

成

に
努

力

さ

れ

て
居

る

こ

「こ
は
周

知

の
所

で

あ

る
。

其

之

を

紹
介

な

せ

る
も

の

も

二

三
あ

る
が
、

私

は
成

る

べ
く

是

等

に
対
す

る
重

複

を

避

け

つ
つ

本
書

の

一
斑

を
紹

介

し

た

い

ーこ
思

ふ
。

1

草
野
豹

↓
郎
氏
、
宮
本
英
脩
氏

「刑
法
學
梓
」
を
読
む

、

法
律
時
報
、
第
二
巻
、

第
二
號

、

三
六
頁
。

安
平
政
吉
氏
、
宮
本
英
脩
氏
著

「
刑
法
學

梓
」

(
合
本
版
)
、
同
、
第
三
巻
、
第
九
號
、
四
七
頁
。
瀧
川
幸
辰
氏
、
刑
事
學
界

の

一
年
、
同
、
第
三
巻
、
第

=

一號
、

=
二
頁
。
牧
野
英

一
氏
、

【
規
範
的
責
任
論
L
ざ

「
調
和

の
刑
法
観
」
法
學
志
林
第
三
三
巻
、
第

一
〇
號
、

一
〇
〇
頁
。

宮
本
英
脩
教
授

『
刑
法
學
粋
」

(
第
二
巻
第

↓
號
)

(B

三
七
)

圃



宮
本
英
脩
教
授

『
刑
法
學
粋
」

ρ第
二
巻
第

一
號
)

(
B

三
八
)

二

h

二
〕
教
授

は
牧

野
教
授

唯こ
共

に

エ

ン
リ

コ

・

フ
キ
リ
ー

の

流

れ
を
酌

む

主

観

主
義

理
論

の

上

に

立

た
れ

て
居

る

。
然

し
責

任
論

に

於

け

る
教

授

の

立
場

は
、

實

謹

學

派

の
其

れ

ーこ
は
稽

々
異

つ

て
、

社

會

的

責

任

に
非

ず

し

て
独
自

の

規

範

的

責

任

観

を
探

ら

れ

、
其

結

果

種

々
の
貼

に
異

色

あ

る
結

論

を

示

さ
取

て
居

る
。

,こ
は

い

へ
本

書

の
最

も
特

色

,、一
す

る
所

は
,

法

律

學

・こ
し

て

の

刑

法

學

を
論

じ

ら

れ

た

瓢

に
あ

る
。

具

膿

的

に
之

を
謂

へ
ば

、

刑

法

は
第

二
次

法

な
り

ーこ
謂

ふ
立
場

に

豆

つ
て
其

理

論

を
髄

系

的

に
構
成

さ

れ
て

居

る
鮎

に
あ

る
の

で
あ

る
。

,

敢

授

は
刑

法

を
解

し

て
第

一
次

的

に
命

令
、

禁

令

,こ
し

て
働

く

一
般

規

範

が

,
反
価
値

(
違

法

)

・こ
制

噺

し
た

行

爲

に
対
し

、

第

②
溜

二
次

的

に

加

へ
ら

れ

る
制

裁

ミ

さ
れ

る

(
一
〇
頁
)
。

故

に
第

一
次

法

た

る

一
般

規
範

に
闘

す

る
問
題

は
価
値

的

剃

断

な

る
も

、

第

二

次

法

た

る
刑

法

に
關

す

る

問
題

は
事

實

的

判
断

に
過

ぎ

な

い

.
從

つ
て
嚴

密

に
謂

ふ
な

ら
ば

一
般

規

範

に
違

反

す

,こ
謂

ふ

こ

・・冒
は
あ

り
得

る

が

、
刑

法

に
違

反

す

ーこ
謂

ふ
こ
と

は

あ

り
得

な

い
。

刑

法

に
は
違

反

す

る

の

で
な

く

該

當

す

る

の

で
あ

る

(
九
頁

!

一
〇
頁
、

一
五
三
頁
註
三
)
。

本

書

絡

論

の

重

心
が

一
般

規

範

上

の
問

題

に
置

か

れ

る

の

は
薙

に
あ

る

。

2

教
授
は
法
律
規
範

(
其
れ
は
悉
く
法
盆
保
護
を
目
的
ざ
す
る

の
で
あ
る
が
)
か
其

法
盆
に
劉
ず
る
関
係

よ
り
二
種
に
分
ち
、

一
を
他

の
法
律
規
範
に

関
係

な
く
独
立
の
當
爲
・こ
し
て
第

】
次

に
法
盆
な
保
護

す
る

一
般
規
範
、、」
し
、
其

二
を

一
般
規
範

の
違
反
冷
條
件
ご
し
て
之
に
対
し

一
定

の
効
巣
を
附

與

す
べ
き
こ
ざ
を
定
む
る
も
の
1

斯
か
る
制
裁
を
定
む
る
法
は
或
は
專
ら
或
は
多
少
の
程
度
に
於
て
之

に
由

つ
て

一
般
規
範

の
拘
束
力
を
確
保
す
る

作
用
准
有
ず
る
も
の
で
あ
る

ー

ざ
な
し
、
前
者

一
般
規
範
准
第

一
衣
法
.≧
謂

ふ
に
対
し
、
後

者
を
制
裁
法
又
は
第

二
次
法
.≧
謂
は
れ
る

(
=

○



頁
、)
。
而
し
て
刑
法
を
制
裁
法
中
の
最
も
有
力
な
も
の
ざ
し
、
斯
か
る
刑
法
の
特
質
よ
り
刑
法
學
の
膿
系
か
構
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

3

第

二
衣
法
た
る
刑
法
の
學
は
第

一
次
法
た
る

一
般
規
範
の
學
ざ
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
を
以

つ
て
、
刑
法
學

の
研
究
に
當
つ
て
は
先
づ

一
般
規
範
撃

的
知
識
を
明
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
是
れ
教
授
が
緒
論

に
於
て
法
の
概
念
の
問
題
を
取
扱
ば
れ
、
以

り
て
本
論

に
於
け
る
行
爲

の
違
法
性
乃

至
規
範
的
評
慣
の
問
題

の
解
決
の
準
備
ざ
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。
教
授
は
法
ざ
は
何
ぞ
や
の
問
題

に
付
て
は

「
法
其
者
ノ
概
念
」

(
法
の
形
式

)
-

「
規
範
的
方
面
」
ー
ざ

「
法
ノ
内
容

二
屡

ス
ル
概
念
」
i

「
事
實
的
方
面
」
i
ざ
な
区
別
し
て
観
察

さ
れ
る
。

「
法
ノ
内
容
ヲ
研
究

ス
ル
ニ
ハ
法
ノ
形

式

ヲ
知
ラ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
サ

ル
如

ク
、
法
ノ
形
式

ヲ
研
究
ス
ル
ニ
モ
亦
實

ハ
略

ホ
内
容
ノ
如
何
ナ
ル
モ
ノ
ナ

ル
カ
ヲ
知
ラ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
、
即
チ
少
ク
ト

モ
具
艘
的
ナ

ル
法

ノ

}
端

ヲ
知

ル
コ
ト

二
由
リ
テ
法
ノ
抽
象
的
形
式

ヲ
知

ル
コ
ト
ヲ
得
ル
モ
ノ
ナ
リ
」

(六
七
頁
4
。

「
法

ハ
此
爾
方
面

ヨ
リ
観
察

シ

得

ル
事
情
ノ
備

ハ
リ
タ
ル
場
合

二
初
メ
テ

『
ノ
文
化
儂
値
ト
シ
テ
成
立
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
」

(
八
五
頁
」
。
是

の
故

に
法
律
學

の
研
究
に
於
て
は
理
論
上

は
先
づ
法
の
概
念
よ
り
姶
ま
る
ざ
謂
ふ
も
事
實
上
は
常
に
同
博
に

「
法
ノ
實
在
形
式
ト
其
特
殊
内
容
」

.込
の
雨
者
を
対
象

ざ
ず
る
こ
.込
に
な
る
の
で
あ

る

(
六
八
頁

㌧
。
斯
く
て

「
法

ハ
経
瞼
的
實
在
ト
シ
テ
考
フ
ル
ト
キ

ハ
其

↓
般
的
形
式

ハ
最

モ
強
カ
ナ
ル
拘
束
意
思
ナ
リ
」

(六
八
頁
)
ざ
。

4

伍
ぽ
教
授

の
所
謂

一
般
規
範
は
、
法
文
に
明
示
し
て
あ
る
こ
ざ
も
あ
れ
ば
、
制
裁
法
を
通

し
て
暗
黙

に
示

さ
れ
て
あ
る
場
合
も
あ
る
。
例

へ
ば
人
を

殺
し
た
も
の
は
死
刑
に
庭
す
ざ
謂
ふ
制
裁

法
は
、
其
前
提

に
人
准
殺
す
べ
か
ら
ず
ざ
謂

ふ

一
般
規
範
を
黙
示
す
る
も
の
で
あ
る
。

但

し

制
裁

法

も
法

,こ
し

て

は
廣

義

の
規

範

な

る
が
故

に
,
其

特

殊

の

見

地

よ

り
す

る
評
価

的

観

察

を
含

む
こ
と

は
當

然

で

あ

る
。
後

出

可

罰

的
評
価

が

そ
れ

で
あ

る

(
=

頁

)
。

斯

く

て

「
刑

法

學

ハ

一
般

規

範

上

ノ
評
価

ヲ

経

タ

ル
行

爲

昌
饗

ス

ル
刑

法

上

ノ

可
罰

的
評
価

ノ
原

則

ノ
學

ナ

リ

ト
謂

フ

ヘ
シ
」

宮
本
英
脩
教
授

「
刑
法
學
粋
」

(
第

二
巻
第

一
號
)

.

(
B

三
九
)

三



宮
本
英
脩
教
授

『刑
法
學
粒
」

(第
二
巻
篤
一
號
)

(B

四
〇
)

四

(
=

頁
)
,こ
て
刑
法
學
の
定
義

を
確
立
さ
れ
、
其
犯
罪
論
を
説
く
に
當
つ
て
も

一
般
規
範
上
の
違
法
問
題

,こ
刑
法
上
の
可
罰
問
題
,こ

を
峻
別
し
主
観
主
義
的
見
解
・こ
、
悟
値
論
的
考
察
と

を
以
つ
て
其
理
論
を
展
開
さ
れ
て
居
る
所
は
、
最
も
注
目

に
値
す
る
所
で
あ
る
。

さ
て
本
書
の
体
系
的
立
場
と
し
て

一
般
規
範
の
問
題
、こ
刑
法
上
の
問
題
・こ
を
匪
別
さ
れ
た
敢
授
は
更
に
刑
法
學
上
の
根
本
主
義
を

論
ぜ
ら
れ
、
以
つ
て
其
體
系

に
於
け
る
原
則
の
配
列
を

一
定
の
理
論
に
從
は
し
め
ら
れ
ゐ
の
で
あ
る
。

①
刑
法
の
意
義
内
容
を
明

に
し
之
を
統

一
的
に
説
明
す
る
に
付
て
の
從
來
の
見
解
た
る
新
奮
學
派

(主
観
主
義
,
客
観
主
義
)
の

⑤

対
立

に
關

し

て

は
、

「
結

局

之

ヲ
論

ス

ル
者

ノ

人
生

観

乃

至

世

界

観

上

ノ
孚

二
蹄

ス
」

(
二

一頁
)
。

此
対
立

は

「
思
想

的

背

景

ノ

移

動

二
件

ヒ
近

時

著

シ
ク
緩

和

セ
ラ

レ
タ

リ
」

(
二
二
頁
)
・こ
さ

れ

る
。

併

し

な

が

ら

「
此

争

ハ
程

度

論

上

ノ

モ
ノ

ニ
ア
ラ

ス

シ
テ
立
場

ヲ
異

ニ
ス

ル
主

義

上

ノ

モ
ノ

ナ

ル
ヵ
故

二
之

ヲ
折

衷

シ

テ
単
一

ノ

理

論

ヲ
構

成

ス

ル

コ

}

ハ
固

リ
不

可

能

二
厨

ス
」

。

「
荷

モ
刑

法

ノ
進

歩

二
着

眼

ス

ル
限

リ
其

獲

達

ス

ヘ
キ

モ
ノ

テ
促

シ
.

其

止

ル

ヘ
キ

モ
ノ

ヲ
抑

フ

ル
意

味

二
於

テ
、

何

レ
カ

一
方

テ
主

要

親

セ

サ

ル
ヲ
得

サ

ル

ハ
是

亦

當

然

ノ

蹄

結

ナ

リ
。

要

ス

ル

ニ
此

刑

法

學

上

ノ
二
主
義

ハ
其

熟

レ
テ
探

ル
ト

ス

ル

モ
各

其

立

場

二
於

テ
刑

法

學

上

ノ
原

則

力
合

理

化

セ
ラ

ル

ル
根

本

義

ナ

ル
カ
故

二
.

其

主

ト

シ

テ
熟

レ

ニ
依

ル

ヘ
キ
カ

バ
刑

法

學

ノ
研

究

二
方

リ
最

先

二
決

セ
ラ

レ
サ

ル

ヘ
カ

ラ

サ

ル
問

題

ナ

リ

ト

ス
。

」

(
三
四
頁
⊥

二

玉
頁
ど

こ
。
薙

に
刑

法

學

研

究

に
志

す

も

の

に

,こ
の
看

過

す

べ
か

ら

さ

る
注

意

が

示

さ
れ

て
あ

る
。



5

教
授

の
刑
法
學
を
理
解
す
る
に
は
其
背
後
に
流
れ
て
居
る
人
世
観
、
世
界
観
准
理
解
ず
る
必
要
が
あ
る
が
然
し
そ
れ
は
非
常
に
難
し
い
こ
ざ
で
あ
る
。

鼓

に
ぱ
唯
、
曾

り
て
畿
表
さ
れ
た
論
文

(
「
刑
罰
ト

ハ
阿
ゾ
ヤ
」
法
學
論
叢
、
第
七
巻
、
第
六
號

)
、
及
び
著
書
を
参
照
し
て
其

「
端
を
描
出
し
て
見

る
に
過
ぎ
な
い
。

教
授

は
吾
人
の
社
會
生
活
に
は

一
定
の
要
求
が
あ
り
、

其
要
求
ル
漏
足
せ
し
め
る
形
式
ざ
し
て

「
調
和
」
さ
い
ふ
ご
ざ
を

考

へ

(
同
論
文
五
頁
-
六

頁

)
、
其
調
和
の
動
力
を

「
愛
」
ご
さ
れ
る

(同

「
四
頁
)
。
日
く

「
社
曾
人
生
ノ
活
動

ハ
愛

(人
類
愛

)
ヲ
以
テ
基
調
ト
ス
。愛

ヲ
基
調
ト
ス
ル
社
會

生
滑
ノ
理
想

ハ
調
和
ナ
リ
」

(綱
要
第

一
分
珊
四
八
頁
)
。

「調
和
ト

ハ
何
ゾ
ヤ
」
に
樹
し
て
は

「
相
互
の
立
場
ヲ
超
越

シ
テ
如

何
ナ
ル
要
求
ヲ
モ
夫

々
包
揚
ス
ル
唯

一
宏
當
ノ
統

一
ナ
リ
。
器
械
的
結
合

二
ア
ラ
ス
シ
テ
有
機
的
融
合
ナ
リ
」

へ
學
梓
五
二
頁
)
。
調
和
は
其
統

一
に
含
ま
る

》
雑
多
の
み

の
調
和
で
あ
る
か
ら

一
の
調
和
ざ
他
の
謹
和
ざ
は
更
に
大
な
る
統

一
に
於
て
調
和

せ
ら
れ
、
斯

く
し
て
調
和
は
序
を
追
ふ
て
無
限
の
調
和
に
向

つ
て
進

む
の
で
あ
る

(
同
論
文

八
頁
)
。
而
し
て
吾
人
の
社
會
生
活

に
於
て
は
縦

へ
其
寳
現
は
不

可
能
な
り
.込
す
る
も

一
切
の
目
的
も
手
段
も
此
圓
満
無
碍
の

大
統

一
に
精
進
す
る
こ
ざ
を
以
つ
て
無
上

の
儂
値
ざ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

(
學
粋
五
二
頁
)
。
規
範
ざ
の
関
係
に
付
て
は
右
の
如
く
調
和
に
は
段
階

が

め
る
が

一
定
の
難
多
に
対
し
て
は
常
に

「
あ
つ
て
二
な
し
ご
す
れ
ば

「
其
形
式

ハ
普
遍
安
當
ト
イ
フ
意
味

二
於
テ
規
範
テ
ナ
ケ
レ
ハ
ナ
ラ
ヌ
。
從

テ

規
範

一
般
ト
シ
テ
見

レ
ハ
其
内
容

ハ
人
ト
時
卜
場
所

ト
ノ
組
合
セ
如
何

二
依

ツ
テ
異
ナ
ル
ト

コ
ロ
ノ
相
樹
的
ノ
モ
ノ
テ
ア
ル
カ
、
之

二
由
ツ
テ
現

二
統

一
セ
ラ
レ
支
配
セ
ラ

ル
》
モ
ノ

・
立
場

二
於
テ

ハ
其
価
値

ハ
常

二
絶
対
的
テ
ア

ル
ト
イ
フ

コ
ト
カ
能

キ
ル
」

戸同
論
文
、

八
頁
。

同
趣
旨
學
粋
七

一

頁
)
。
是
故
に
調
和
に
髄
系
が
あ
る
如
く
規
範
に
も
髄
系
を
考

へ
得
る
の
で
あ
る
。
1

こ
は
教
授

の
法
の
本
質
及
び
其
解
釈
論
を
理
解
ず
る
上
に
特

に
必
要
な
ご
ざ
で
あ
る
。

然
ら
ば
吾

々
は

「
何
力
爲

メ
二
絶

エ
ス
調
和
ト
イ
フ
コ
ト
ヲ
考

ヘ
テ
行
動

セ
ネ

ハ
ナ
ラ
ヌ
カ
」
に
答

へ
て
謂
は
れ
る
に
は
、
「若

シ
、
吾
々
力
姶

メ
カ
ラ

宮
本
英
脩
敢
授

『刑
法
學
梓
」

(
第
二
巻
第

一
號

)

(B

四

㎝
)

五



宮
本
英
脩
教
授

「
刑
法
學
樺
』

(
第
二
巻
第

一
號
)

(
B

四
二
)

六

人
類
ノ
進
歩
ト
イ
フ
コ
ト
ヲ
念
頭

二
置

カ
ヌ
ナ
ラ
バ
固

ヨ
リ
問
題

ハ
ナ
イ
。
然

シ
ナ
カ
ラ
筍

モ
人
類
ノ
進
歩

ヲ
信
ス
ル
限
リ
其
進
歩
ノ
形
式

ハ
一
切

ノ

モ
ノ

・
調
和
テ
ナ
ケ
レ
ハ
ナ
ラ

ヌ
」

(
同
論
文

=
二
頁
)
ざ
Q
以
上
に
由

つ
て
不
充
分
な
が
ら
愛
、
調
和
、
価
値

、
規
範

の
相
互
関
係
を
観
取
す
る
ご

ざ
が
出
來
る
で
あ
ら
う
。
斯
か
る
立
場
よ
り
教
授
ぽ
國
家
も
法
も
刑
罰
を
も
考

へ
ら
れ
る
。
之
が
刑
法
に
現
は
れ
て

「
愛
ノ
刑

法
観
」
、

「調
和
ノ
刑

法
観
」
ざ
な
り
、
主
観
主
義

、
激
育
刑
論

、
更
に
死
刑
腰
止
等

へ
ざ
向
ふ
の
で
あ
る
。

②

教

授

は
刑

法

學

上

の
根

本
主
義

の

雫

を
結

局

人

世
観

上

の
箏

ミ

さ
れ

る

が

、
刑
,法

が

實

蹉

規

範

た

る
性

質

よ

り

「
理

想

ラ
立

ッ

ル

ニ
モ
實

際

二
依

捺

ス

ル

コ
ト

テ
要

ス
」

(
一
二
貢

)
。

斯

く

て
刑

疑

史

の

跡

を

尋

ね

,

刑

罰

が

感

情

的

反

動

よ

り

目

的

的

反
動

に
進

み
來

れ

る
方

何

を

以

つ
て

,

將

來

進
化

の
方

向

を
推

測

さ
れ

。

(
二
〇
頁

〉

薙

に
現

實

の
理

想

を

置

か

れ

る
の

で

あ

る

。

然

し

な

が

ら

「
刑

法

ノ
目

的

ヲ
正
當

二
理

解

ス

ル

ニ
ハ
先

ッ
刑

罰

ノ
現

實

ノ
作

用

ヲ
其

全
般

三
旦
テ
考

察

ス

ル

コ
ト

ヲ
要

ス
」

(
三

五
頁
4

ぐ
・
て
、

其

牢
用

を
實

質

的

殻

果

(
犯
罪

豫

防

の
作

用

)

,こ
感

情

的

殻

果

,こ
に
分

ち

、

前

者

を

一
般

豫

防
と

特

別
豫

防
と

し
、

後

者

を
被

害

者
並

に
其

親

族

の
報
復

心

、

公
憤

.

一
般

的

慮

報

感

情

満

足

の

三

・こ
す

る

(三
五
頁
⊥

二
六
頁
)
。
而
し

て
懸

報
刑

論

者

⑨

は
此
感
情
的
濾
足
を
刑
罰
の
本
質
,こ
し
て
主
張
す

る
も
の
で
あ
の
、
教
授
も
之
が
刑
罰
の
心
理
的
基
礎

た
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
る

(三
七
頁
)
。
然
し
敬
授
に
依
れ
ば
前
記
の
諸
効
果

の
価
値

は
平
等
で
は
あ
り
得
な
い
か
ら
、
其
中
最
も
本
質
的
な
効
果

を
選
ん
で

之
を
助
成
し
、
他
の
致
果

は
別
に
之
を
刑
法
以
外
の

一
般
政
策

に
譲
る
ぺ
き
で
あ
る
。
然
ら
ざ
れ
ば
特
殊
文
化
・こ
し
て
の
刑
法
の



使

命

が

全

ら

せ

ら

れ

な

い
で

あ

ら
う

。

而

し

て
感

情

的
効
果

を

目

的
と

す

る
時

は
種

々
の
弊

害

を

俘

ひ

、

一
般

豫

防

を
目

的

,こ
す

る

も

、
其
効
果

は

一
時
的

に
し

て
、

且

つ
限

度

あ

る
が

故

に

、
是

等

の
効
果

は
他

の
効
果

に
俘

ふ
副

作

用

の

程

度

を

以

つ
て
満

足

す

べ

き

で
あ

り

(四
〇
頁
i
四
八
頁
)
、

刑

法

は
其

最

も

本
質

的

な
効
果

た

る
特

別

豫

防

を

目

的
と

す

べ
き

で

あ

る
ゆ

6

敢
授
は

へ
ー
ゲ

ル
の
刑
法
理
論
に
於
け
る
所
謂

「
犯
罪

ハ
法
ノ
否
定

二
シ
テ
、
刑
罰

ハ
法
ノ
否
定
ノ
否
定

ナ
リ
ト
ス
ル
思
考
形
式

」
ー
鷹
報
刑
論
者

の
共
通
観
念
ざ
解
す
る
こ
ざ
が
出
來
る
で
あ
ら
う
ー
を
次
の
如
く
批
評
さ
れ
て
居
る
Q
法
が
犯
罪

に
よ
り
否
定
さ
れ
た
時
、
其
法
の
否
定
ば
法
を
尊
重

せ
ざ
る
意
思
の
自
已
主
張
で
行
爲
自
体
で
は
な
い
。
行
爲
は
盟
に
其
結
果
た
る
に
過
ぎ
な

い
Q
故
に
此
法

の
否
定
が
回
復

さ
れ
る
爲
に
は
改
竣
に
よ
る

よ
り
外
な
く
、
刑
罰
は
法

の
否
定

の
否
定
な
り
ざ
て
、
加
害
者
に
反
動
を
加

へ
る
も
、
其
れ
に
よ
り
何
等
法
の
権
威
は
回
復
さ
れ
な
い
の
み
な
ら
ず
、

行
爲
に
樹
す
る
有
形
的
な
鷹
報

は
、
社
會
ざ
し
て
二
重

の
損
害
を
被
る
も

の
で
あ
る
。
有
形
的
な
刑
罰
が
合
理
的
な
る
が
爲
に
は
、
別
に
欄
立

の
理
由

が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
其
れ
は
刑
罰

の
實
際
的
効
果
で
あ
る

(
序
)
ざ
。

右
の
如
く
刑
法
の
直
接
關
與
す

る
所
が
特
別
豫
防
即
ち
、
犯
罪
人
の
改
善
叉
は
淘
汰
-

威
嚇

(
特
別
威
嚇
)
を
も
廣
く
改
善
の

一
方
法
・こ
見
て
ー

た
る
以
上
は

「
犯
罪
人

二
封

シ
テ
如
何

二
刑

ヲ
科

ス
ヘ
キ
カ
ノ
評
価
ノ
標
準

ハ
、
當
然
犯
罪
ヲ
通

シ
テ
見
タ

ル
犯
罪

人

ノ
性
格

タ

ル

ヘ
ク
、

犯

罪

ノ
事

實

タ

ル

ヘ
キ

ニ
ア
ラ

ス
」

、

「
從

テ
刑

法

一
切

ノ
原

則

ハ
理

論

上
主

観

主

義

的

二
構

成

セ
ラ

レ
又

説

明

セ
ラ

ル

ヘ
キ

モ

ノ

ト

ス
」

(
五
九
頁
ー
六
〇
頁

)
。

の

斯
く
て
刑
罰
の
目
的
を
特
別
豫
防
に
置
か
れ
た
教
授
は
、
進
ん
で
刑
法
理
論
,こ
し
て
の
教
育
刑
を
説
か
れ
る
の
で
あ

る
。

宮
本
英
脩
教
授
『刑
法
學
粋
」

(第
二
巻
第
一號
)

(B

四
三
)

七



宮
本
英
0
教
授
『刑
法
學
樺
』

(第
二
省
第

一號
)

(B

四
四
)

八

7

刑
罰
は
理
論
上
教
育
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
ざ
い
ふ
ご
ざ
は
十
年
前

「刑
罰
ト
ハ
何
ゾ
ヤ
」

(法
學
論
叢
、
第
七
巻
第
六
號
。
第
八
巻
第
一號
)
の
論

文
に
於
て
夙
に
之
を
力
説
さ
れ
て
居
る
所
で
あ
る
。

其
理
論
的
根
様
が
教
授
の
愛
の
人
世
観
、
調
和
の
世
界
観
の
刑
罰
観

へ
の
顯
現
な
b
こ
と

は
,
今
更
言
を
侯
つ
ま
で
も
な
い
。
社

會
人
生
の
活
動
は
愛

(
入
類
愛
)
を
以
つ
て
基
調
・こ
し
、
愛
を
基
調
,こ
す

る
社
會
生
活
の
理
想
は
調
和
で
あ
る
。
此
調
和
の
理
想

が
科
刑
問
題
に
關
し
て
は

「
犯
罪
人
ト
社
會
」
,こ
の
間
に
現
は
れ
、
犯
罪
人
の
改
善

(
教
化
)
・こ
な
る
の
で
あ
る
。

「
改
善
可
能

ト
改
善
不
能

ト
ノ
分
界

ハ
如
何
ナ
ル
標
準

二
依

ル
モ
實

ハ
程
度
論

ニ
シ
テ
、
而
ヵ
モ
其
事
前

二
於
ケ
ル
具
体
的
判
断

ハ
必

ス
シ
モ

正
確
ヲ
期
シ
難

シ
。
從

テ
刑
法
上
淘
汰
ヲ
科

ス
ヘ
キ
場
合

二
於
テ
モ
、

一
般

二
之
ヲ
変
更

シ
テ
有
期
刑

ト
爲

シ
得

ル
鯨
地
ヲ
存

シ
、

且
其

目

的

ノ
爲

メ
死

刑

ノ

如

キ

ハ
絶
対

二
之

ヲ
廃
止

ス

ヘ
キ

ノ

ミ

ナ

ラ

ス
。

ー

藪

に
教
授

は
死

刑
廃
止

論

を
説

か

れ
る
ー

1

此

意

味

二
於

テ

理

想

的

ニ
ハ
、

刑
罰

ハ
常

二
改

善

刑

タ

リ

ト
謂

フ

モ
不

可

ナ

キ
ナ

リ
」

(五

二
頁
ー
五
六
頁
)
。

然

る

に
其

改

善

,、b
謂

ひ

敏

化

,こ
謂

ふ
も

、
其

實

行

に
當

つ
て

は

非

常

な

困

難

を
件

ふ
こ
と

は
之

を

認

め

ね
ば

な

ら

な

い
。

「
從

テ
改

善

主

義

ノ
刑

法

観

ハ
此
鮎

二
於

テ
成

立

ノ
可

能

ヲ
疑

ハ

レ
サ

ル

ニ
ア
ラ

ス
。

然

シ
特

別
豫

防
主
義

に

於

け

る
敏

化

改

善

は

「
如

何

ナ

ル
違

法

行

爲

ラ

モ
再

ヒ
ス

ル

コ
ト

ナ

キ

ヵ
如

キ
人

格

者

ヲ
養

成

セ
ン
ト

ス

ル

モ

ノ

ニ
ア
ラ

ス
。

即

チ
唯

犯

罪

入

テ
通

常

人

ノ
程

度

二
引

上

ケ

ン
ト

ス

ル

ニ
過

キ

サ

ル
ナ

リ
。

從

テ
斯

カ

ル
程

度

ノ
改

善

ハ
設

備

ノ
完

全

ト
方

法

ノ
宜

シ

キ
ヲ
得

ル

ニ
於

テ

ハ
、

通
常

人

ノ
努

力

ヲ

以



テ
尚
相
等

ノ
効
果

ヲ
塞
ク
ル
ニ
足
ル
」

(五
七
頁
ー
五
八
頁
)
と

。

③
上
述
せ
る
根
本
理
論
・こ
現
行
法
,こ
の
関
係
如
何
に
付
て
は
、
教
授
は
次
の
如
く
説
明
せ
ら
れ
る
。
曰
く

「
現
行
刑
法
ノ
立
場

ハ

傳
統
的
社
會
感
情

二
封

シ
特
別
ノ
考
慮
ヲ
用
ヒ
タ
ル
鮎
ー

犯
罪
は
原
則
・こ
し
て
實
行
の
着
手
を
要
す

る
こ
・こ
並
に
既
遽

を
一
般

要
件
,こ
す
る
こ
と
ー

テ
除

キ
、
大
饅

二
於
テ
犯
罪
徴
表
主
義

ラ
経
ト
シ
、
規
範
的
責
任
主
義

ヲ
緯

ト
シ
テ
犯
罪
テ
定

メ
、
之

二

封

シ

テ
謙

抑

主
義

ノ
自

制

ノ
下

二
刑

テ
科

セ

ン
ト

ス

ル

ニ
在

リ
。

從

テ
其

諸

原

則

ハ
多

ク

主

観

主
義

的

理

論

二
從

ヘ
ル

モ

ノ
」

(
六
六
頁
)
な

り

ーこ
。

其

規

範

的

責

任

主
義

,こ
謂

へ
る

は
、

刑

法

は
行

爲
規

範

,こ
し

て

の

一
般

規

範

を
前

提

す

る

以

上

、

「
刑

法

ヵ
刑

罰

ヲ
科

ス

ル

昌

ハ

輩

二
行

爲

ア
リ

タ

ル

コ
ト

ヲ
條

件

ト

ス
ル

ニ
止

マ
ラ

ス
、

尚

行

爲

者

二
於

テ
其

行

爲

二
付

キ
、

法

律

規

範

二
照

シ

テ
反
橿

値

(
違

法

)

ノ
判
断

ヲ
受

ク

ル

ニ
足

ル
精
…紳

状

態

ニ
ア

リ

シ

コ
ト

テ
前

提

ト

ス
。
{換
言

ス

レ

ハ
刑

事
虫
貝
任

ハ
縞
…融
　病

者
等

ノ
場
入
ロ
ト
異

リ

、

輩

ナ

ル
社
會

的
責

任

ニ
ア
ラ

ス

シ

テ
、
規

範

的
評
価

ラ
感

懸

セ

シ

メ
、

之

ヲ
啓

獲

ス

ル

ニ
適

ス

ル
能

力

的

意

思

ヲ
前

提

ト

ス

ル
責

任

ナ

リ
」

(六
一二
頁
ー
六
四
頁
)
。

即

ち
自

己

の
行

爲

に
対
す

る

「
規

範

意

識

能

力

」

あ

る
も

の
が

,

故

意

又

は
過

失

に
よ

り
規

範

に
違

反

す

る
結

果

、
社
會

を
害

す

,三
言

ふ
特

殊

的

意

義

を
有

す

る
責

任

・こ
い

ふ
こ
と

に

な

る
。

是

に
由

つ
て
之

を
観

れ

ば

、

教

授

の

規

範

的
責

任

主
義

は
自

由

意

思

を
根
拠

,こ
す

る
も

の
で

は
な

い
が

、

刑

法

上
責

任

能

力

者

,こ

宮
本
英
脩
敢
授

「
刑
法
學
梓
」

(
第

二
雀
第

一
號
)

(
B

四
五
)

九



宮
本
英
脩
教
授

「刑
法
學
檸
」

(第
二
巻
第

↓號
)

(B

四
六
)

一
〇

責
任
無
能
力
者
,こ
の
区
別
を
是
認
す
る
鮎
に
於
て
,
社
會
的
責
任
.こ
異
り
、
獨
逸

に
於
け
る
規
範
的
責

任
論
と
呼
ば
れ
る
も
の
を

⑧

道
義
的
責
任
論
の
徹
底
せ
る
も
の
,こ
解
す
る
な
ら
ば
、
之
と

も
亦
其
趣
を
異

に
す
る
所
の
も
の
で
あ
る
。
是
れ
教
授

の
責
任
論
を

し
て
独
自

の
色
彩
を
帯
び
さ
し
む
ろ
所
以
で
あ
る
。

8

木
村
鶉
二
氏

「刑
事
責
伍
二
關
ス
ル
規
範
主
義
ノ
批
判
」
法
學
志
林
第
三
〇
巻
、
第
八
號
、
四
〇
頁
。

其
謙
抑
主
義
.こ
は
刑
法
を
第
二
衣
法

こ
解
す
る
立
場
よ
り
來
る
も
の
で
あ

つ
て
.
即
ち
刑
法
が
自
ら
謙
抑
し
て

一
切
の
違
法
行
爲

を
以
つ
て
處
罰
の
原
因
,こ
な
さ
ず
i

反
規
範
性
の
極
め
て
輕
微
な
る
場
合
叉
は
刑
を
科
す
る
に
不
適
當
な
る
場
合
は
之
を
犯
罪

・こ
せ
ず
i

其
盧
罰
を

一
定
の
類
型
に
の
み
限
り
、
專
ら
科
刑

に
適
す
る
特
殊
の
反
規
範
的
性
情
を
微

表
す
る
違
法
行
爲
の
み
を

以
つ
て
塵
罰
の
原
瞬
,こ
爲
す
こ
と

を
言
ふ
の
で
あ
る

(六
五
頁
ー
六
六
頁
)
。
故
に
規
範
的
責
任
王
義

は
,

第

一
次
法
た
る

一
般

規
範
に
關
す
る
違
法
性
の
問
題
ご
関
係
し
.
謙
抑
主
義
は
第
二
次
法
に
る
刑
法
に
開
す
る
可
罰

(類
型

)
性
の
問
題
に
関
係
す
る

も
の
な
る
こ
と

を
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

㈲
本
論

に
入
る
に
先

つ
て
伍
ほ
附
言
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と

は
、法
の
解
釈

の
問
題
で
あ
る
。
教
授
は

「
法

ノ
解
釈

ト

ハ
法
ノ
認
識
ヲ

謂

フ
」

(六
九
頁
)
・こ
。
即
ち
有
ら
ゆ
る
解
釈
の
材
料
…
ー
成
文
、
判
例
、
慣
蟹
、
社
會
通
會
、
等
ー

を
通
し
て
得
た
る
結
論
が

始
め
て
法
,こ
し
て
識
識
さ
れ
る
の
で
あ
る
咲
其
法
以
外
に
所
謂
文
化
規
範
i

條
理
、
公
序
良
俗
ー
1
な
る
も
の
の
存
在
を
否
定
せ



ら
れ

る

。

「
予

ヲ

以

テ
見

レ

ハ
條

理

ハ
法

以
外

二
在

リ

テ
法

ト
対
立

ス

ル
別

個

ノ
規

範

ニ
ア
ラ

ス
。
條

理

ヲ
以

テ
社
会

的

常

規

ナ

リ

ト

ス

レ

ハ
、

法

力
法

タ

ル
限

リ
常

二
條

理

ナ

リ
」

。

(
九
二
頁
)

是

れ

後

に
違

法

論

に
於

て
教
授

が

違

法

を

一
元

的

に
見

る
考

⑩

へ
方

へ
ーこ
進
展
さ
れ
る
礎
石
を
な
す
も
の
で
あ
る
。

9

斯
く
し
て
得
た
結
論
は
規
範
髄
系
中
の
一段
階
に
於
け
る
其
れ
が
関
係
す
る
範
囲
内
の
事
項
に
付
て
の
み
普
通
安
當
の
も
の
で
あ
る
。
從
つ
て
「法

ノ
解
釈
ノ
問
題
ハ
結
局
価
値
比
較
問
題
二
外
ナ
ラ
ス
。
而
シ
テ
此
儂
値
ヲ
定
ム
ル
標
準
ノ
何
タ
ル
カ
二
付
テ
ハ
予
ハ
事
實
ト
シ
テ
結
局
猷
會
感
情
二
求

ム
ル
ノ
外
ナ
キ
モ
ノ
ト
解
ス
。
從
テ
社
會
感
情
ノ
変
化
二
件
テ
法
ノ
解
釈
モ
亦
進
歩
ス
。
斯
ク
見
テ
予
モ
亦
近
代
自
由
法
運
動
ノ
立
場
二
與
ミ
ス
」

(七
三
頁
)
ざ
。

10

違
法
を
「元
的
に
見
る
考
へ
方
ざ
ぱ
行
爲
の
違
法
は
唯
↓
般
規
範
の
み
に
由
つ
て
定
ま
る
も
の
ざ
考
へ
る
も
の
で
あ
る
。

〔
三
〕
次
に
ヒ
述
せ
る
所
の
研
究
方
法
に
由
つ
て
構
成
さ
れ
た
犯
罪
論
を
掲
げ
や
う
。
敢
授
の
犯
罪
論
の
特
色
は
既
に

一
言
せ
る
如

く
、

一
般
規
範
上
の
違
法
問
題
と
刑
法
上
の
可
罰
問
題
と

を
区
別
し
つ
つ
其
理
論
を
構
成
さ
れ
て
居
る
所
に
あ
る
。
順
序
と
し
て

因
果
問
題
、
違
法
性
、
有
責
性
問
題
の
相
互
関
係

及
び
其
価
値

論
的
考
察
よ
り
窺
ふ
こ
と

に
す
る
。

敢
授

に
依
れ
ば
犯
罪

(形
式
的
犯
罪
概
念
)
は

「
刑
法
上
類
型
的

ナ
有
責
違
法
ノ
行
爲
ナ
リ
ト
謂

フ
コ
ト
ヲ
得
」

二

五
九
頁
)
・こ
。

薙
に
違
法
は
犯
罪
の

一
般
梅
成
要
件
で
あ
る
。
然
ら
ば
違
法
,こ
は
何
か
。
第
二
次
法
た
る
刑
法
の
前
提
、こ
し
て
の

一
般
規
範
は
,
事

宮
本
英
脩
教
授
「
刑
法
學
粋
」

(第
二
巻
第
一
號
)

(B

四
七
)

=



宮
本
英
脩
教
授
『刑
法
學
梓
」

(第
二
巻
第
一
號
)

(B

四
八
)

一
二

前
に
於
て
は
行
爲
規
範
、こ
し
て
働
き
、
事
後
に
於
て
は
評
価
規
範
,こ
し
て
働
く
。
而
し
て
違
法
判
断
は

一
般
規
範
違
反
の
行
爲
が
行

は
れ
た
場
合

に
、
其
評
価

規
範
と

し
て
の
立
場
か
ら
、
其
行
爲
の
価
値

を
否
定
す
る
所
の

一
の
反
動
で
あ

り
、
而
か
も
此
反
動
は

「

規
範
的
評
価

テ
行
爲
者

二
告
知

シ
,
之
テ
啓
獲

ス
ル
コ
ト
」
に
由
つ
て
,
行
鳥
者
の
意
識
に
於
け
る
失
は
れ
た
る
規
範

に
対
す
る
債

値
感
情
の
回
復
を
求
む
る
所
の
目
的
的
反
動
で
あ
る
。
斯
く
考

へ
れ
ば
違
法
は
行
爲
規
範
の
妥
當
し
得
べ
き
人
の
行
爲
に
付
て
の
み

鵠

考

へ
得
る
こ
と

で
あ

つ
て
、
畢
寛

一
定
の
能
力
を
前
提
、こ
す
る
主
観
的
違
法
,こ
な
る
の
で
あ
る

(
二
唖
二
頁
-
二
;
貢
)
。

Ⅱ

從
つ
て
違
法
行
爲
は

コ

般
行
爲
能
力
者
ノ
違
法
類
型
的
ナ
ル
行
爲
」
で
あ
る
Ω
二
九
頁
)
。
営
授
は
違
法
類
型
な
る
言
葉
を
可
罰
類
型
に
劃
立

さ
し
て
用
ひ
ら
れ
る
。
其
意
味
は
行
爲
が
違
法
な
る
爲
に
は
必
す
何
等
か
の
規
範
に
照
し
て
違
法
な
る
が
故
で
あ
つ
て
、
其
規
範
の
内
容
に
從
つ
て
、

種
々
類
型
を
異
に
す
る
、
斯
か
る
違
法
行
爲
の
類
型
粒
謂
は
れ
る
の
で
あ
る
Q

12

「違
法
行
爲
ノ
賓
質
ハ
法
盆
ノ
侵
害
叉
ハ
脅
威
タ
リ
。
」
其
脅
威

ρ又
は
危
険
)
は
抽
象
的
な
る
を
以
つ
て
足
る

(
二
一
九
頁
i
二
二
〇
頁
)
。

薙

に
於
て
違
法
の
問
題
は
責
任
の
問
題
と

相
関
係
す
る
。
教
授

は
責
任
の
意
義
に
關
し
て
は
事
後
に
於
け
る
制
裁
非
難
の
意
に
解

せ
ず
、
其
非
難
を
引
起
す
根
本
の
意
思
、
換
言
す
れ
ば
最
も
主
概
的
に
用
ひ
ら
れ
た
ゐ
行
爲
の
有
責
性
、
即
ち

(能
力
者
の
)
故
意

過
失
・こ
解
さ
れ
る
。
腿
で
敬
授
は
責
任
を

一
般
規
範
上
の
意
義
・こ
刑
法
上
の
意
義
・こ
に
分
け
て
考

へ
ら
れ

る
故
に
、
前
者
は

「規
範

的
評
価

ノ
問
題

二
於
ク
ル
違
法
行
爲
ノ
要
件

ニ
シ
テ
行
爲
力
違
法
ト
剃
噺
セ
ラ
ル
ヘ
キ
前
提
タ
ル
行
爲
者
ノ

一
般
責
任
能
力
ト
故
意



過

失

L

,こ
な

り

、

後

者

は
可
罰

的
評
価

二
於

ク

ル
犯

罪

ノ
要

件

ニ
シ

テ
、

行

爲

力
罰

セ
ラ

ル

ヘ
キ
前

提

タ

ル
行

爲

者

ノ
刑

法

上

ノ
責

⑱

任
能
力

ト
故
意
過
失
」

二

五
六
頁
、
二
七
三
頁
-
二
七
四
頁
ノ

ーこ
な
る
。
今
薙
に
違
伝
問
題
ε
の
関
係

に
於

て
重
要
な
る
意
義
を
有
す

●

る

は

,
前

者

即

ち
規

範

的

責

任

の

方

に

し

て

此

意
義

に

於

け

る
責

任

は

「
法

律

上
行

爲

力
意

思

二
蹄

厨

セ

シ
メ

ラ

ル

ル
理

由

(
物

心

連

絡

ノ
契

機

)

タ

ル
意

思

ノ
性

質

ナ

リ
。

斯

ヵ

ル
契
機

ヲ
有

ス

ル
意

思

ハ
心

理
學

的

ナ

ル
存

在

概

念

ニ
ア
ラ

ス

シ
テ
規

範

學

的

ナ

ル

価
値

概

念

ナ

リ
」

。

斯

く

見

て

「
始

メ

テ
価
値

的

ナ

ル
意

思

力
価
値

的

ナ

ル
行

爲

ノ
原
因

ト
ナ

リ
、

此

テ
以

テ
彼

二
蹄

屡

セ

シ

ム

ル

コ
ト

ヲ
得

ル

モ
ノ

ナ

リ
」

。
責

任

を
斯

く

す

れ
ば

「
責

任

ハ
意

思

ノ
違

法

」
と

謂

ふ
こ
と

に

な

り

(
二
七
七
頁
i
二
七
八
頁
)
、

此

意

味

に
於

て

は

「
責

任

ナ
ケ

レ

ハ
違

法
行

爲

ナ

シ
」

(
二
七
九
頁
)

,こ
。

13

責
任
》
二

般
規
範
上
の
意
嚢
ざ
刑
法
上

の
意
義
ざ
に
分
け
て
考

へ
ら
れ
る
所
以
は
、
教
授

の
刑
法
學
の
組
立
よ
り
來
る
當
然
の
臨
結
ざ
も
謂
ふ
べ
き

も

の
で
あ
る
o

而
し
て
二
者
が
其
意
義
を
異
に
ず
る
は
、
畢
寛
責
任
能
力
が
法
律
上
多
少
の
條
件
を
異
に
ず
る
が
故
で
あ
つ
て
、
規
範
的
責
任
能
力
ざ
可
罰
的
責
任
能

力

(r受
刑
能
力
)
ざ
の
厩
別
に
付

て
は
、

「
我
刑
法
ノ
如
キ
責
仕
年
緻
ノ
比
較
的
高
キ
法
制

ノ
下

二
於
テ

ハ
理
論
上
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
、
寳
事
上

二
於
テ
モ

雨
者

ハ
明

二
別
個

ノ
観
念

二
属

ス
」

(
二
八
五
頁
註

一
)
。
從

つ
て
例

へ
ば
十
四
歳
未
漏

の
幼
者

(
十
三
歳
位
ざ
し
て
考

へ
て
見
る
)
が
刑
罰
法
令
に

燭
れ
る
行
爲
な
爲
し
た
時
は
、
可
罰
的

(刑
法
上

の
)
責
任
は
常
に
な
い
が
規
範
意
識
能
力
を
有
す
さ
思
惟
さ
れ
る
以
上
、
彼
の
行
爲
は
違
法
で
あ
り
、

規
範
的
責
任
は
あ
る
ざ
解
さ
れ
る
Q
二
者

の
差
は

「
實
質

ニ
ハ
本
來
程
度

ノ
差

二
過
キ
ス
」

(
二
七
三
頁
)
ざ
謂
は
れ
る
所
よ
り
見
る
も
、
可
罰
的

(

宮
本
英
脩
教
授

『
刑
法
學
輝
』

(第

二
巻
第

一
號
)

(B

四
九
)

=
二



宮
本
英
脩
敢
授

「刑
法
學
梓
』

(第
二
巻
第
一號
)

(B

五
〇
)

「
四

刑
法
上
の
)
責
任
は
規
範
的
責
任
の
よ
り
高
度
な
場
合
に
現
れ
る
も
の
で
あ
る
。
即
ち
可
罰
的

(刑
法
上
の
)
責
任
は
規
範
的
な
る
故
意
叉
は
過
失
に

よ
り
て
表
徴
せ
ら
れ
た
反
規
範
性
の
中
、
刑
罰
を
必
要
ざ
す
る
程
度
の
量
並
に
之
に
適
す
る
質
を
有
ず
る
も
の
で
あ
る
。
故
に
其
価
値
性
の
特
色
は
事

實
的
な
の
に
あ
る
。
此
意
味
に
於
て
は
「責
任
ナ
ケ
レ
ハ
刑
罰
ナ
シ
」
ざ
(
二
八
二
頁
)
。

斯
く
て
違
法
問
題
に
關
し
て
は
故
意
過
失
を
以
つ
て
逡
法
の
要
件
,こ
す
る
主
観
的
違
法
説
に
嫁
り
、
規
範
的
責
任
を
違
法
行
爲
の

要
件
と

さ
れ
た
教
授

は
、
他
方
法
律
上
の
因
果
関
係

は
法
律
的
価
値

世
界
に
於
け
る
因
果
問
題
な
る
が
故

に
本
質
上
適
法
違
法
の
償

価

値

問
題

な

り

,こ
解

さ

れ

る

。
故

に
此

圃
係

よ

り
す

れ
ば

.

責

任

(
有
責

性

)

の
問

題

は
、

當

然

因
果

問
題

の
根

底
と

な

ら

な

け
れ

ば

な

ら

ぬ
。

從

つ

て
法

律

的

因

果

團

係

の
範
囲

を
定

む

る

に
、

故

怠

過

失

の
範
囲

を
標

準
と

す

る
適

富

條

件

説

中

、

主

観

説

を

探

ら

れ

る

に
至

る

の

で
あ

る

こ

八

}
頁

ー

一
九

三
頁
)
。

14

法
律
上
の
因
果
問
題
が
何
故
慣
値
閣
係

ざ
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
に
付
て
は
不
作
爲
の
因
果
関
係
を
以

つ
て
説
明
さ
れ
て
ゐ
る
つ

(
「
行
爲
ノ
評

儂
ト
因
果
関
係
」

法
學
論
叢
、
第

コ

巻
第

一
號

)
例

へ
ば

「
母
親

力
嬰
見

二
乳
ヲ
呑

マ
セ
ナ
イ
テ
死

二
致

シ
タ
ヤ
ウ
ナ
場
合
」
母
親
は
嬰
見
准
殺
し

た
こ
ざ
に
な
る
。
此
場
合
論
理
関
係
説
か
推

し
進

め
て
行
け
ば

「
他
人
ノ
災
難

ヲ
救
助
セ
ヌ
者
、
他
人
ノ
病
氣
ヲ
介
抱

セ
ヌ
者

ハ
皆
変
死
ヤ
病
死

ノ
因

ヲ
作

ッ
テ
居

ル
コ
ト

ニ
ナ
ル
ノ
テ
ア
ル
」
。
而
し
て
論
理
関
係

説
の
論
者
は

「
其
凡
テ
カ
原
因

テ
ア
ル
カ
タ

・
其
中
違
法
ナ
ル
母
親
ノ
態
度
ノ

ミ
カ
罰

セ
ラ
レ
ル
ノ
タ
」

.込
。
然
し
教
授
は
斯
様
な
場
合
に

「
母
親
ノ
態
度
タ
ケ

ハ
ソ

レ
カ
軍

二
罰
セ
ラ
レ
ル
ト
イ
フ
タ
ケ
テ
ナ
ク
、
ソ

レ
ノ
ミ
カ
原
因
テ
ア



ル
ト
イ
ヒ
タ
イ

」

「
結
果

二
封

ス
ル
原
因
カ

バ
違
法
ト
イ
フ

コ
ト

ニ
ア

ル
ト
見
タ
イ
ノ
テ
ア

ル
」
さ
謂
は
れ
る

(同
論
文
、
二
五
頁
-
二
六
頁
)
而
し

て

「
此
因
果
関
係

ノ
解
決
ノ
第

一
歩

ハ
所
謂
.
不
作
爲
ノ
意
義

、
換
言

ス
レ
ハ
不
作
爲

ハ
如
何

ナ
ル
宵
在
ナ
ル
ヤ
ノ
考
察

二
在

り
」

(學
梓
二
〇
四
頁

)
ざ
さ
れ
、
「
不
作
爲

力
實
在
タ

ル
ハ
常

二
価
値
ノ
世
界

二
於
テ
ノ
ミ
」

(同

二
〇
五
頁
)
。
即
ち
義
務
違
反

の
不
作
爲
は
事
實
上
毫
も
結
果
に
対
し

て

原
因
だ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
法
律
上
即
ち
法
律
の
要
京
に
照
し
て
原
因
ざ
な
る
の
で
あ
る
。

「
要

ス
ル
ニ
結
論
ト
シ
テ

ハ
法
律
ヒ
義
務
違
反

ノ
不
作

爲

ハ
結
果

二
劉

シ
テ
原
因
タ
リ
」
。
こ
の
こ
ざ
は
作
爲
の
場
合
に
も
同
様
な
り
ざ
し
作
爲
不
作
爲
を
漣
し
て
統

一
的
因
果
関
係
な
説
か
れ
る
の
で
あ
る
o

以

上

に
由

つ
て

見

る
・こ
責

任

は
違

法

行

爲

の
要

件

で
あ

り

、

違

法

は
因
果

問

題

の
契

機

で
あ

る
。

即

ち

因

果

問

題

は
違

法

、

責

任

の

理

論

・こ
離

る

べ

か

ら
ざ

る
関
係

に
あ

る
こ
と

を

知

る
。

是

れ

教

授

の
儂

値

論

的

考

察

02
結

果

で

,
行

爲

を
価
値

的

に
見

て
初

め

て
違

法

な

る
結

果

を
違

法

な

る
行

爲

に
蹄

贋

せ

し

め
ら

れ

る

,こ
同

様

に
、

責

任
関
係

に
於

て
も
齊

し

く

意

思

を
価
値

的

に
見

て
、

違

法

な

る
行

爲

を

違

法
な

る

意

思

に
蹄

廃

せ

し

め

れ

れ

る

の

で
あ

る
。

之

を

意

思

、
行

爲

(
表

動

)
,

結

果

の

三

者

に
結

び

付

け

て
考

へ
る

時

、

表

動

、
結

果

閥

の

問
題

が
因

果

問

題

に

し

て
、

意

思

、
表

動

間

の

問

題

が
、
責

任
関
係

の
問
題
と

な

る
。

そ
し

て
責

任
と

違

法

,こ
に
在

て

は
意

思

の

み

が
評
価

の
対
象

,こ
な

る
場

合

に
責

任

,こ
謂

は

れ
、

意

思

,こ
表

動
と

が

一
盟

,こ
し

て
対
象

,こ
な

る
場

合

に
違

法

,こ
呼

ば

れ

る

の

で
あ

る
。

次

に
責

任
條

件

た

る
故

意

過

失

を
説

く

に
當

つ
て

は
、

違

法

(
一
般

規

範

上

の
問

題

)
、

科

刑

(
刑

法

上

の

問

題

)

の

爾

方

面

よ

宮
本
英
脩
教
授

『
刑
法
學
梓
」

(第

二
巻
第

一
號
)

(
B

五

一
)

一
五



宮
本
英
脩
敬
授

『
刑
法
學
粋
』

(第

二
巻
第

一
號
)

(
B

五
二
)

一
六

り
弧
珊
じ

、
「
故

立忌

ハ
出遅
法

ノ

立憂
識

ヲ
含

ム
」
(
三
〇
〇
頁
)
故

に

「
此

立昼
識

ヲ
純献
ク

時

ハ
事
審
貝
ノ
輌塚
見

ア

ル

モ
…以
テ
故

立思
ア
リ

ト
爲

ス

ニ

足

ラ

ス
」
9

δ

二
頁
)
。

「
故

意

ハ
科

刑

ノ
認

識

テ
含

マ
ス
」

。

故

に

「
行

爲

者

力
行

爲

ノ

慮
罰

テ
知

ラ

サ

ル

モ
違

法

テ
意
識

ス

ル
限

リ
伍

ホ
故

意

ア

リ
」

(
コ
δ

四
頁
)
。

刑

法

第

三
八

條

第

一
項

本

文

は
故

意

犯

を
原

則

・こ
す

る

ミ
同

時

に
、

其

但

書

は
過
失

犯

を

例

外

,こ
す

る
規

定

な

り

、こ
し

、
其

例

外

た

る
過
失

犯

中

に
事
實

の

不
豫

見

に

よ

る
も

の

ーこ
、

規

範

の
不

知

に
よ

る
も

の

,こ
あ

る

こ

・こ
を
指

摘
さ
れ
、
前
者
を
罰
す
う
場
合
は

「刑

法
中
僅

カ
ニ
四
種

二
過

キ
ス
」
。
i

即
失
火
罪
,
過
失
盗
水
罪
,
過
失
往
來
防
害
罪
、
過

失

致

死

罪

。

後

者

「
規

範

ノ
不

知

二
因

ル
過

失

犯

ノ
範
囲

ハ
全

然

故

意

犯

一二

致

ス
、

而

シ

テ
之

二
封

ス

ル
法

定

刑

モ
亦

故

意

犯

ノ

場

合

二
同

シ
」

(
三
二
五
頁

⊥

二
二
六
頁
)

・こ
て
、

同

條

第

三
項

「
法

律

ヲ
知

ラ

サ

ル

ヲ
以

テ
罪

テ
犯

ス
意

ナ

シ
ト

ス

ル

コ
ト

テ
得

ス
」

を
此
揚

に
該
當
す

る
も
の
ーこ
解
さ
れ
る
。
ー

斯
く
解
す
る
こ
と
に
よ
わ
規
範
の
不
知
に
爾
す
る
過
失
犯
の
成
立
範
囲
と

塵
罰
は
、

事
實
の
不
豫
見
の
場
合
の
其
れ
に
比
し
頗
る
纏
衡
を
夫
す
る
も
、
之
が
緩
和
は
同
條
但
書
其
他
二
三
の
規

定
の
運
用

に
よ
ら
ん
・こ
す

る
-

刑
法
第
三
八
條
第
三
項
を

一
般
規
範
の
不
知

に
關
す
る
過
失
責
任
の
規
定
な
り
ε
し
規
範
的
責
任
主
義

の
原
則
よ
り
説
明
さ

⑤

れ

ん

三
す

る
見

方

は

一
部

の

論

者

よ

り

一
の
卓

見

,こ
し

て
注

覗

さ
れ

て
居

る
所

の
も

の
で

あ

る
,

15

此
点
に
關
し
て
は
大
正
†
幽
年
所
謂

「
狸
ト
狢
ノ
裁
判
」

の
世
に
出
た
當
時
既
に
其
考

へ
方
な
登
表
さ
れ
て
居
る
o

(
「
法
ノ
錯
誤

二
就
テ
」
法
學

論
叢
第

}
四
霧
第
六
號
)
即
ち
該
判
決
理
出
中

「
立
法
者
ノ
技
術
上
ノ
不
用
意
ヲ
難

シ
タ
文
言

ハ
ソ

レ
ト

ハ
明

二
言

ッ
テ
居
チ

イ
ケ
レ
ト

モ
恐
ラ
ク
同



「
考

へ
方

ノ
現

レ
ノ

喝
端

テ

ハ
ナ
イ
カ
ト
察

セ
ラ
レ
ル
Q
具
艘
的

二
謂

ヘ
ハ
立
法
技
術
上
ノ
甚

シ
キ
不
用
意

ニ
ヨ
ッ
テ
動
物
學
上
ノ
專
門
知
識

ヲ
有

ス

ル
モ
ノ

、
ミ
カ
正
解

シ
得

ル
カ
如

キ
規
定

ニ
ッ
イ
テ
錯
誤
カ
ア
ッ
テ
モ
、
ソ

レ
ハ
被
告
人

ニ
ハ
過
矢

ハ
ナ
イ
、
1

何
ざ
な
れ
ば
此
場
合

「
タ
ト

へ
被

告
人
力
要
求
サ

レ
タ
注
意

ヲ
用

ヒ
テ
モ
違
法
ノ
認
識
力
不
可
能
卜
考

ヘ
ラ
レ
ル
場
合

ニ
ハ
初

ヨ
リ
注
意
ヲ
用
ヒ
ヌ
場
合
テ
モ
過
失

ナ
シ
ト
セ
ラ
レ
ル
カ

ラ
テ
ア

ル
」
ー

「
過
失
ナ
ケ
レ
ハ
刑
法
第
三
八
條

第
三
頂
ノ
適

用
ナ
シ
ト
イ
フ

趣
旨
テ
ア
ラ
ク

カ
ト
思

フ
ノ
テ
ア

ル
」

(
同
論
文

二
七
頁
⊥

二
〇

頁
)
。
惟
ふ
に
こ
は
刑
法
上
の
通
説
ざ
も
謂
は
れ
る
刑
番
犯
ざ
法
定
犯
ざ
の
廣
別
粒
擁
し
、
判
例
ざ
其
態
度
を
一
に
し
つ
》
、
其
独
自
の
立
場
よ
り
全

く
新
な
る
見
解
を
樹
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

更
に
錯
誤
理
論
に
於
て
規
範

(
法
)
の
錯
誤
の
問
題
に
付
て
も
規
範
的
評
価

の
問
題
,こ
既
に
規
範
的
評
価

を
経
て
違
法
-ご
判
断
せ

ら
れ
た
行
爲
に
対
す

る
刑
法
上
可
罰
的
評
価

の
問
題
、こ
に
分
け
て
考
察
さ
れ
る

(學
梓
三
四
四
頁
、
「法
ノ
錯
誤
二
就
テ
」

(法
學
論
叢
第

一
四
巻
第
六
號

一
五
頁
)
。
是
れ
教
授
が
刑
法
第
三
八
條
第
三
項
の
解
釈

に
於
て
第

一
の
意
義

l
f

規
範
の
不
知
に
關
す
る
過
失

責
任

(三
Ω
二
頁
)
を
意
味
す
、
1

第
二
の
意
義
i

行
爲
者
が
腿
罰
を
知
ら
ざ
る
も
違
法
を
意
識
す
る
限
り
故
意
の
責
任
あ
る
こ
と
を

意
味
す
(三
〇
四
頁
)
1

の
生
れ
る
所
以
で
あ
る
.

「
類
型
事
實

二
關
ス
ル
錯
誤
ノ
奴
果

ハ
一
般
規
範
上
卜
刑
法
上
ト
ニ
於
テ
差
別

ア

リ
」

(三
三
〇
頁
)
是
れ
亦
同
…檬
な
る
立
場
よ
り
、
し
か
く
困
難
な
問
題
に
明
確
な
解
決
を
與

へ
ら
れ
て
居

る
。
斯
く
し
て
教
授
は
其

一
貫

せ
る
立
場
を
維
持
し
な
が
ら
犯
罪
論
を
説
明
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

宮
本
英
脩
教
授

「刑
法
學
樺
」

(第
二
巻
第

一號
)

(B

五
三
)

一
七



宮
本
英
脩
教
授
『
刑
法
學
糧
』

(第
二
巻
第
一
號
)

、

(B

五
四
)

一
八

上
述
せ
る
所
を
念
頭
に
置

い
て
再
び
犯
罪
の
意
義

を
考

へ
て
見
る
時
、
始
め
て
之
を
理
解
す
る
こ
と
が
出
來
る
で
あ
ら
う
。

犯

罪

,こ
は

「
刑

法

上

類

型

的

ナ
有

責

違

法

ノ
行

爲

ナ

リ

ト
謂

フ

コ
ト

ヲ
得

」

,こ
。

即

ち

、

違

法
な

る
行

爲

が
-
ー

違

法

(
類

型

)

阻
却
原
因

(二
二
六
頁
)
、
規
範
的
責
任
欠
鉄
の
事
情

(
二
七
九
頁
)
の
存
す
る
時
は
適
法
行
爲
叉
は
放
任
行
爲

(自
然
行
爲
を
含
む
)

(
一
六
〇
頁
)
,こ
な
る
f

可
罰

(
刑
法
)
的
に
有
責

な
る
事
情
を
具

へ
ー

可
罰

(
刑
法
)
的
責
任
欠
訣

の
事
情
の
存
す
る
場
合

は

単
純

な
る
違
法
行
爲
,こ
な
る

(
一
六
〇
頁
)
1

更
に
刑
法
の
定
む
る
可
罰
類
型

に
該
當
す
る
場
合

(
犯
罪
最
後
の

一
般
要
件
)
-

免
刑
原
因

(
特

二
刑
罰
阻
却
原
因
)
の
存
す
る
場
合
は
刑
法
上
科
刑
の
み
阻
却
。す
る
も
の
な
る
故
其
行
爲
は
常
に
違
法
性
を
失
ふ
こ

働

,こ
な

し

(
一
六
〇
頁
)
1

之

を

犯

罪

,こ
さ

れ

る

の

で
あ

る
。

16

可
罰
類
型
、
違
法
類
型

(
既
蓮
)
な
る
言
葉
は
教
授
の
特

に
使
用

さ
れ
る
言
葉
で
あ
る
Q
可
罰
類
型
ざ
は
或
行
爲
が
犯
罪
ざ
な
る
に
は
幾
多
の
違
法

行
爲
中
、刑
法
が
特
に
規
定
を
設
け
た
種
類
に
限
る
の
で
あ
つ
て
、斯
か
る
類
型
を
稽

し
て
謂
ふ
の
で
あ
る
。
可
罰
類
型
ざ
違
法
類
型

ざ
の
関
係
に
付

て

は
、

「
規
範
髄
系
卜
違
法
騰
系
ト

ハ
常

二
相

}
致

ス
ル
ノ
理

ナ
リ
」

「
犯
罪
類
型

ハ
}
定

ノ
段
階

二
於
ケ

ル
違
法
類
型

二
属

ス
ル
行
爲

二
付
キ
或

ハ
之

ヲ
分
解

シ
或

ハ
之
ヲ
結
合

シ
テ
別

二
適
宜

二
其
内
容
ヲ
定

メ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、

二
者
ノ
間

ニ
ハ
何
等
直
接

ノ
関
係
ナ
シ
」

(
一
二

九
頁
註
二
)
ざ
。

更

に
進

ん

で

犯

罪

の
態

様

を
論

ず

る

に
當

つ
て

は
、

可
罰

未
途

、

不

能

未

途

を
初

め

,

共

犯

論

に

至

る
迄

、

悉

く

主

観

主
義

的

説

覇

明
を
以
つ
て
終
始
さ
れ
て
居
る
錨
は
之
を
偉
ぐ」し
て
や
ま
な
い
所
で
あ
る
。



〔
四
〕
最
後
の
刑
罰
論
に
於
て
刑
罰
と
保
安
慮
分
.こ
に
關
し
て
は
.
保
安
腱
分
の
目
的
が
犯
罪
の
特
別
豫
防

に
あ
る
鐵

は
刑
罰
と

同

襟
な
る
も
、
其
意
義
相
同
じ
か
ら
ず
,こ
な
し
、
規
範
的
責
任
主
義

に
様
ら
れ
る
結
果
は

「
刑
罰
其
者
ノ
廃
止

セ
ラ

レ
サ
ル
限

リ
、
刑

罰
ノ
態
標

ハ
將
來
如
何

二
変
化
ス
ル
モ
、
刑
罰
ト
保
安
慮
分
ト
ノ
野
立

ハ
滑
減
ス
ル
コ
ト
ナ
シ
」

(
五
二
八
頁
)
,こ
謂
は
れ
る
に
至
る
。

蓋
し

「刑
罰

ハ
主
観
的

一一違
法
ナ
ル
行
爲
換
言

ス
レ
ハ
、

規

範
的

二
責
任
ア
ル
行
爲

二
封

ス
ル
規
範
的
反
動
ヲ
前
提
ト
シ
、
之

ヲ

含
ミ
テ
行
爲
者

二
科

セ
ラ
ル
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
規
範
的
評
価

ト
虜
分
的
評
価

ト

ハ
、
論
理
上
必
然
ノ
關
連

ア
ル
モ
ノ
ナ
ル
ニ
反
シ
、

保
安
腿
分

ハ
必
ス
シ
モ
主
観
的
違
法

二
封

ス
ル
規
範
的
反
動
ヲ
前
提
ト
セ
ス
、
唯
客
観
的
違
法

ア
レ
ハ
、
直

二
之

二
封

ス
ル
虜
分
的

詐
債
ラ
基
礎

ト
シ
テ
加

ヘ
ラ
ル
ル
モ

ノ
ナ
リ
」

(五
二
七
頁
i
五
二
八
頁
)
。
即
ち
能
力
者
が

一
般
規
範
に

違
反
す
る
こ
と

(違
法
)

に
よ
り
社
會
を
害
し
た
も
の
に
加

へ
ら
れ
る
制
裁
が
刑
罰
で
あ
り
、同
じ
く
社
會
を
害
す
る
も
の
な
る
も
、
保
安
腿
分
の
対
象

に
は
違

法
と

い
ふ
こ
と

は
問
題
に
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
両
者

の
差
は
唯
違
法
を
前
提
,こ
す
る
や
否
や
に
あ
る
。
從

つ
て
後
者
の
目
的
は

「

唯
危
険

ノ
爲
ノ
隔
離

ト
治
癒
」
な
る
に
反
し
、前
者
の
目
的
は
「
隔
離

ト
改
善
ト
ナ
レ
ト
モ
此
場
合

ニ
ハ
、刑
罰
ノ
執
行

二
由
ル
危
険
性

ノ
治
癒
ノ
外
、爾
科
刑
其
者

二
含

マ
ル
ル
規
範
的
評
価

ノ
意
味

(
違
法
)
ラ
意
識

セ
・シ
ム
ル
目
的
ヲ
件

フ
。
即
チ
規
範
的
評
価

二
由
リ

テ
行
爲
ノ
反
儂
値
テ
行
爲
者
ノ
意
識

二
訴

へ
其
自
箆

ヲ
求

ム
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
」

(六
四
頁
)
,こ
。

更

に

「
犯

罪
ノ
豫
防

ニ
ハ
刑
罰
以

外

一二

般
豫
防
方
策

ト
保
安
虜
分
ノ
二
方
法
」

(五
二
七
頁
)
あ
る
こ
と

を
述
べ
、

「
今
日
保
安
鬼
分
及
ヒ

一
般
豫
防
方
策
力
刑
罰
以

宮
本
英
脩
教
授
『刑
法
學
梓
』

(第
二
巻
第
一
號
)

(B

五
五
)

一
九



宮
本
英
脩
教
授

「刑
法
學
糧
』

(第
二
巻
第

一號
)

(B

五
六
)

二
〇

外

昌
於
テ
重
要
ナ
ル
意
義

ヲ
有
ス
ル
ニ
至

レ
ル
所
以
」

(四
九
二
頁
)
に
言
及
さ
れ
て
ゐ
る
。
刑
法
及
び
行
刑
の
近
代
化
,こ
い
ふ
こ
・こ

だ
け
を
以
つ
て
満
足
す
る
こ
と
な
く
、
其
犯
罪
を
減
少
せ
し
め
る
爲
め
,

一
般
豫
防
方
策
の
研
究
の
必
要

を
痛
感
す
る
も
の
で
あ
る
。

〔五
〕
最
後
こ
各
論
を

一
瞥
す
る
に
其
組
織
的
説
明
に
付
て
は
、
普
通
法
盒
を
標
準
・こ
し
て
各
罪
を
二
分
或
は
三
分
す
る
の
で
あ
る

が
教
授
は
之
を
四
分
し
、
國
家
の
法
盆

に
対
す
る
罪
、
個
人
の
法
盆

に
対
す
る
罪
、
公
共
の
法
盆
に
対
す

る
罪
の
外
、
更
に
特
殊
の

方
法
に
由
る
犯
罪
,こ
し
て
偶
造
罪
を
独
立

せ
し
め
、
其
理
由
,こ
し
て
は

「
特
殊
ノ
方
法

二
由

ル
罪
ノ
被
害
法
盆

ハ
或

ハ
國
家
ノ
法
盆

ナ
ル
コ
ト
ア
リ
、
或

ハ
個
人
ノ
法
盆
ナ
ル
コ
ト
ア
ル
モ
、
實
際
焦
活
上
其
方
法
ノ
特
殊

ナ
ル
黙

二
於
テ
重
要
ナ
ル
意
義

ヲ
有

ス
ル
カ

故

二
此
意
義

二
於
テ
叉
之
ヲ
独
立

ノ
モ
ノ
ト
ス
。
」

(五
三
二
頁
ー
五
　三
二頁
)
と
さ
れ
る
。

又
財
産

に
対
す

る
罪

に
付
て
は
特
に
教
授

の
異
色
あ
る
見
解
を
観
る
事
が
出
來
る
。

教
授
は
物
の
意
義

を

「
有
髄
物
ノ
効
用
ノ

義
」
に
解
さ
れ
,

「管
理
可
能
物
説

ハ
究
寛

二
於
テ
之
テ
物
ノ
効
用

二
付

テ
理
解

セ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
」

(五
八
六
頁
)
で
あ
る
が
故
に
,

此
鮎
に
於
て
此
説
に
賛
成
さ
れ
、
領
得
の
意
義

に
關
し
て
は
之
を
廣
義

に
解
し

コ
他
人
ノ
財
物

テ
経
済
的

二
支
配

シ
又

ハ
其
経
済

的

支
配
ノ
可
・能
テ
獲
得

ス
ル
コ
ト
ヲ
意
味
ス
。
」

(五
九
一頁
)
,こ
。
其
所
謂
経
済

的
支
配
の
中
に
は
濁
り
自
己
の
爲
の
み
な
ら
ず
、
第

三
者
の
爲
及
び
第
三
者
を
し
て
直
接
に
第
三
者
自
身
の
爲
に
爲
さ
し
む
る
場
を
も
包
含
せ
し
め
、
其
支
配

の
可
能
も
亦
自
己
に
付
て



も
,
第
三
者
に
付
て
も
共
に
之
を
生
ぜ
し
む
る
者
の
な
す
領
得
の
可
能
の
獲
得
・こ
解
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

次
に
領
得
罪
の
分
類

に
付
て
は
、

「
財
物
ノ
占
有
ノ
態
様

二
因
リ
テ
之
テ
奪
取
罪
(窃
盗
.
強
盗
、
詐
欺
、
恐
喝
)
ト
横
領
罪
ト

ニ

匪
別

ス
ル
見
解
」
に
対
し
、
教
授
は

「
犯
罪
方
法
ノ
差

二
因
リ
」
之
を
分
ち
.
領
得
が

「被
害
者
其
他

一
定
ノ
者
ノ
意
思

二
基
カ
ス

シ
テ
行

ハ
ル
ル
場
合
」
と
、

「
此
等
ノ
者
ノ
暇
疵
ア
ル
意
思

二
基
キ
テ
行

ハ
ル
ル
場
合
」
,こ
に
よ
り
、
之

を

「
胃
得
罪
」
と

「
騙
取

罪
」
の
二
?
こ
し
、

「
冒
得
罪

ハ
更

二
之
ヲ
分
テ
盗
取
罪
、
横
領
罪
ト
シ
、
騙

取
罪

ハ
之
ヲ
詐
欺
罪
ト
恐
嘱
罪
ト
ス
。
通
例

ハ
横
倣

罪
テ
以
テ
所
謂
奪
取
罪

一
般

二
対
立

セ
シ
ム
レ
ト
モ
、
嚴
密

ニ
ハ
構
領
罪

ハ
輩

二
胃
得
罪
中
ノ

一
種

二
過

キ
ス
」

(五
九
四
頁
)
と
。

之
を
要
す
る
に
教
授
は
刑
法
究
尭
の
目
的
が
特
別
豫
防
に
あ
る
こ
と
を
高
調
せ
ら
れ
、
価
値
論
的
考
察

を
以
つ
て
理
論
を
説
き
、

主
観
宅
義
的
見
解
を
刑
法
上
の
原
則
と
し
て
、
刑
法
に
統

一
的
説
明
を
與

へ
ら
れ
て
居
る
。
而
し
て
本
書

の
出
色
せ
る
難
は
教
授
が

法
律
學
,こ
し
て
の
刑
法
學
を
論
じ
ら
れ
た
所
に
あ
る
。
教
授

の
言
葉
を
借
り
て
謂
ふ
な
ら
ば
刑
法
は
第
二
次
法
な
り
ーこ
謂
ふ
命
題
の

示
す
方
向
を
辿
り
つ
つ
理
論
を
展
開
さ
れ
て
居
る
鮎

に
あ
る
の
で
あ
る
。
特

に
犯
罪
論
に
於
け
る
諸
問
題
の
研
究
に

「
法
の
規
範
的

分
析
」
,こ

「
其
論
理
的
展
開
」

,こ
を
以
て
終
始
さ
れ
て
居
る
所
は
、
本
書
の
體
系
的
特
色
に
し
て
他
に
多
く
其
の
類
を
見
な
い
所
も

の
で
あ
る
。
其
周
到
な
る
理
論
的
考
察
は
よ
く
屯
観
主
義
刑
法
學
完
成

へ
の

一
大
貢
獣
,こ
も
謂
ふ
こ
と

が
能

き
る
。
薙
に
限
ら
れ
た

ろ
紙
数
を
以
つ
て
本
書
の
眞
髄
を
遺
憾
な
く
傳

へ
る
こ
と

は
私
の
到
底
企
及
き
難
き
所
、
唯
欄
筆
・に
當
つ
て
却
つ
て
敬
授
の
眞
意
を

宮
本
英
脩
敢
授

『刑
法
學
梓
』

(第
二
省
第
…
號
)

(B

五
七
4

二
一



宮
木
英
脩
敬
授

「
刑
法
學
埣
』

(第

二
春
第

↓
號

)

(
B

五
八
)

二
二

誤

の
傳

へ
た

る

二

噸こ
な

き

か
を

憂

ふ

る
も

の

で

あ

る

。

(終
り
)


